
今、特別活動をはじめ全教育活動を通して、心を育
てるための積極的な取り組みが重要となっています。
そこで、特別活動、道徳教育、人権教育、生徒指導等
の研修では、子どもの自尊感情を高めたり、道徳的価
値の自覚を深めたり、温かな人間関係をつくったりす
るための実践力の向上を目指しています。
６月に行われた生徒指導研修「学級集団の理解と育
て方」では、心の居場所のある学級づくりに向けて、
学級生活満足度尺度（Q－U調査）の活用法を学びま
した。受講者からは「学級の課題が整理され、具体的
な対応策がみえてきた。」等、実践に向けて意欲的な

感想が寄せられました。また、課題別研修として「いの
ちの教育－生と死から考える－」を新設しました。今
後も、子ど
もたちにい
のちの尊さ
を伝えてい
くため、心
を育てる研
修を一層充
実させてい
きたいと考
えています。
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出張講座（東信会場）の開講式（上田市立第一中学校スカイホールにて）

法制化された10年経験者研修が始まり、夏休み中にも大勢の先生方がおいでになりました。この研修は、講義
形式の研修を少なくし、持ち寄ったそれぞれの自己課題の解決に向け、参加者同士が考え合うということに重点
を置いて実施しました。まさにセンター正面入り口の碑「磨かん共に」の精神です。参加された先生方は、自己
の課題を明らかにし、さらに仲間と課題の共有化をめざすことで、明日からの実践の糧となる何か貴重なものを
得て、力強い足取りで戻られていきました。
またこの夏、各地へ出かけて開く出張講座を４地区で実施しましたが、「遠くのセンターへ出かけなくても地
元で受講できてありがたい。」と好評でありました。さらに、試行的に実施した土曜講座でも、休日にもかかわ
らず80余名の先生方が参加され、「静かなセンターで、学校のことを気にせず集中できた。」と、これまた好評で
した。
これからも講座や相談、情報提供を通し、先生方と共に磨き合うことによって、子ども達の健全な成長を支援
するセンターでありたいと願っております。所報も次からはデジタル化しますが、引き続きよろしくお願いいた
します。

磨　か　ん　共　に 所長　長沼　善朗

これまでの研修講座の中から、各学校で課題となっているテーマを４つ選び、関連する講座の様子を紹介します。

こころの教育

Q－U調査を活用し学級経営の事例研究に取
り組む



実習や演習に取り組む中で、受講者自らが子どもた
ちの視点に立ち、素材の魅力や価値を実感しながら、
授業に生かす教材のあり方について研修を深めていま
す。
「生物の不思議を感じる中学年理科」では、モンシ
ロチョウの羽化の瞬間を観察しました。教師自らが生
命の神秘に感動し、素材のもつ価値をどのように授業
に生かすか考え合いました。
「創造の楽しさが広がる工作」では、身近な材料を
生かした工作に取り組みました。豊富な材料の中から
素材のもつ魅力を発見し、子どもの実態に合わせた表
現方法を模索しました。また、互いの表現の良さを参
考にして制作を進めることで、発想や構想を広げる上

での相互鑑賞の大切さを実感することができました。
受講者からは「子どもの視点に立ち、自分自身が制
作活動を行うことで、その活動の楽しさに加えて、子
どもの発想や技能の高まりについても実感できた。」
という感想が寄せられました。

平成17年（2005年）にコンピュータを活用して指
導ができる教員100%をめざしたミレニアムプロジェ
クトにあわせ、分かる授業の実現、情報活用能力の育
成、学校運営の改善の研修を進めています。

講座「情報教育係になったら」では、新しく情報教
育係になった方を対象に校内の情報化を推進するポイ
ントを研修しました。また、受講希望者が５倍を超え
た「校内ネットワークの基礎とサーバ活用」の講座で
は、公立小中高等学校における校内ネットワーク（Ｌ
ＡＮ）の活用や運用の研修をしました。受講者からの
感想では、「情報教育係として、どうしたらよいか方
向性が見えた。」「校内ホームページなども学校で立ち
上げられるといろいろ便利だと感じた。」「校内で実践
できそうなセキュリティの設定など、求めていた課題
がほとんど解決された。」などが寄せられました。
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わかる授業をめざして

ペットボトルを使った工作の様子

教育の情報化を推進するために

ノートパソコンを前に研修にも熱が入る

地域の企業と連携した生徒実習（工業科）
本年度は、昨年度の企業１社に加え、松本市内の企
業１社と、塩尻市商工観光課の協力のもとで、塩尻市
内の企業５社、計７社において実施しています。
参加した生徒は「良い仕事をするのには、仕事に責
任感と自信をもつことが大切であることがわかった。」
「仕事の内容はもちろんですが、それ以上に会社とい
う中での人間関係や、年上の方への敬語など、とても
よい勉強になりました。これから社会へ出て行く良い
一歩になったと思います。」などの感想を持ち、職業
観、勤労観を育成する一助になったことが伺えます。

プリンタ修理（上）と
製品検査（左）の様子

教科指導にご利用下さい！

ホームページ　http://www.edu-ctr.pref.nagano.jp/

○教育情報データベース（県内の教員が作成した学習指導案や教材の閲覧と、当センター所蔵の各県

教育センター、大学等の研究論文等を検索できます。）

教職員を対象とした教育相談　0263-53-8800（代表）

○教科指導に関する教材や資料についての教育相談を、受け付けています。

○授業展開案や参考になる指導案がほしいといった要望にも、お応えしています。



読む力　感じる力（読書指導）

11月６日（木）

多くの学校で「朝の読書」が日課に位置付けら
れたり、ＰＴＡや地域の方々による「読み聞かせ」
や「おはなし会」などの読書活動が行われたりす
るなど、本に親しむ取り組みが盛んになっていま
す。また、一定規模の学校には司書教諭が設置さ
れるなど、学校図書館も大きく変革されていこう
としています。
そうした中、学校図書館関係の講座では、毎回、
今後の図書館づくりや読書指導をいかに進めてい
くかなどの問題意識を持った熱心な受講者を迎え
ています。11月６日には、つくば言語技術教育研
究所長の三森ゆりかさん、朗読家のおつきゆきえ
さんをお迎えして、特別企画研修「読む力・感じ

る力」が開講されます。
本の持つ力や可能性を生かし、子どもと本との豊
かな関係づくりを願う皆さんのご参加をお待ちし
ています。

◎今年度から定員に達していない講座の二次募集の期間を、講座開始10日前までとして申し込みの受け付けをし
ています。10月以降の講座を掲載しますので、受講の参考にしてください。
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これから受講ができる研修講座

講座番号 講　　座　　名 実施期日

3-1-09-05 実験・実習を生かした高校家庭科 10月２日(木)

3-3-02-61 総合的な学習に生かすメディア活用 10月２日(木)～

3-3-11-03 教育目的組換えＤＮＡ実験 10月２日(木)～

3-2-02-02 養護教諭の行う健康相談活動 10月６日(月)～

3-1-03-07 大学進学と高校数学教育 10月７日(火)～

3-1-13-02 親と子の心をつなぐ 10月15日(水)～

3-2-01-04 豊かな心を育てる人権教育の創造 10月21日(火)～

3-1-04-09 ケナフ栽培を通して学ぶ理科学習 10月23日(木)～

3-1-01-07 大学進学と高校国語教育 10月30日(木)～

3-2-03-05 情報選択力を育てる学校図書館 10月30日(木)

3-6-01-03 読む力、感じる力 11月６日(木)

3-1-04-65 動物生理学実験入門 11月13日(木)

3-1-09-06 絆を深める家族と家庭生活 11月13日(木)～

3-1-10-08 「情報」の収集・表現・発信 11月13日(木)～

3-1-04-22 実践に学び高校物理Ⅰを構築する 11月17日(月)～

3-6-01-04 学力向上のために 11月17日(月)

講座番号 講　　座　　名 実施期日

3-1-04-82 宇宙と地球を見つめる科学 11月20日(木)～

3-2-06-02 介護の基礎を体験してみよう 11月20日(木)

3-1-11-03 心をはぐくむ小学校道徳授業 11月27日(木)～

3-2-07-01 社会の宝として子どもを育てる 11月27日(木)

3-3-11-04 バイテク教育に生かすゲノム実験 11月27日(木)～

3-1-01-09 授業を通して考える中高連携国語 12月１日(月)～

3-6-01-05 いのちの尊さを知る心の教育 12月１日(月)

3-1-07-08 心を揺さぶる筝の調べ 12月４日(木)～

3-5-01-12 脳性まひの病理 12月４日(木)

3-2-04-01 外国籍児童生徒教育と日本語指導 12月11日(木)～

3-1-04-84 画像で伝える「大地の生い立ち」 12月18日(木)

3-6-01-06 今、教育観を問う ２月６日(金)

受講申し込み方法
５月21日付二次募集通知で各校にお送りした平成15年

度総合教育センター研修講座受講申込書［二次募集］に
より、講座開始10日前までに郵送して下さい。

このほかにこれから申し込みが可能な公開講座（10講座）があります。詳しくはホームページをご覧下さい。
公開講座については、「平成15年度総合教育センター公開講座受講申込書」（様式第７号）により、同じく10日
前までに郵送して下さい。

上記二次募集の研修講座の中から、読書指導の講座と特殊学級や盲・ろう・養護学校の教員を対象とした講座
をあわせて３つ紹介します。

――――――――――――　☆　――――――――――――　☆　――――――――――――

「共に読む楽しみを」
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退　任　百瀬　哲夫 特別嘱託 （6/25付）
ダンカン・フェアファースト ＡＥＴ （7/15付）

着　任　永田　勝男 特別嘱託 （6/26付）
ロイ・フー ＡＥＴ （7/30付）

人　事　異　動

○センターへ来所の際は、センターのマイクロバスを
ご利用下さい。（要予約）迎えは高速バス広丘野村
停留所８時40分発、塩尻駅９時00分発。送りはセン
ター発16時10分です。
○２日講座へ参加の場合は宿泊施設をご利用下さい。
なお、金・土・日曜日、祝祭日前日、祝祭日及び年
末年始は利用できません。

○11月11日（火）～11月19日（水）の研修講座は、広く県
民への公開を予定しています。

この広報紙は地球にやさしい再生紙を使用しています。

お　知　ら　せ

今回をもちまして、印刷物による「所報」の発行を終了いたします。これまで研修講座の様子や、新
年度の研修講座の紹介等、センターの諸事業を掲載してきましたが、これからはホームページを通した
広報を充実させて参ります。
情報満載　ホームページ（http://www.edu-ctr.pref.nagano.jp/）にこれからもご期待下さい。
○これから申し込みができる研修講座（関連記事 本紙p.３）の一覧
○研修関係申込書の様式（研修申し込み・欠席届、宿泊・マイクロバス利用等の申請書がダウンロー
ドできます）
○センターのホームページについてのご意見・ご要望をお待ちしています。
（企画開発部：0263-53-8802）

電話相談：0263-53-8811（夜間　18:00～22:00）
自律教育部：0263-53-8805
生徒指導部：0263-53-8833

○不登校等に関する相談のほか、ＬＤ・ＡＤＨＤや自閉症などの指導に関する相談が増加しています。
このようなニーズに対応できるよう、子どもや保護者、教職員の来所相談や、電話相談（夜間を含
む）を実施しております。ご利用下さい。

「生きる力を培う作業学習」

９月29日（月）～30日（火）

講師　紀北養護学校　小畑　耕作先生
作業学習の意義をともに考えましょう。
・売れる製品にはなるけれど、生徒の個性が製
品に生きないのはなぜだろう？
・もっと生き生きした作業学習にするにはどう
したらいいだろう？
・進路と作業学習との関係は？
○製品を持ち寄っての情報
交換。
○作業学習の授業参観。
（松本養護学校）

「脳性まひの病理」

12月４日（木）

信州大学教授
田卷　義孝先生
子どもに寄せる思いを語っ
ていただきます。
・脳性まひの病理を理解することで、幅広い支
援を考えることが可能になります。
・多様な病態を理解しながら、子どものニーズ
を知ることで、目の前の子どもに何をすべき
かが見えてきます。質問も大歓迎です。
・脳性まひをとらえ直すことで、新たなアプロ
ーチを考えることができます。

子どもや保護者（教職員）を対象とした教育相談

所報のデジタル化に向けて


